
9 8

愛
媛
県
立
と
べ
動
物
園

え
ひ
め
こ
ど
も
の
城

と
べ
温
泉 

湯ゆ

砥と

里り

館か

ん

砥
部
焼
陶
芸
館

大
人
も
大
興
奮
！
主
役
は
動
物

お
城
の
森
が
ま
る
ご
と
遊
び
場

陶
壁
画
に
感
嘆
す
る
美
人
の
湯

砥
部
焼
で
粋
な
お
も
て
な
し

たのしいイベント

もりだくさん 　

約
１
６
０
種
７
５
０
点
以
上
を
飼

育
す
る
大
規
模
な
動
物
園
。ま
る
で
サ

バ
ン
ナ
の
草
原
を
切
り
取
っ
た
よ
う

な
柵
の
な
い
混
合
展
示
の
ア
フ
リ
カ

ス
ト
リ
ー
ト
や
、オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の

空
中
散
歩
な
ど
、趣
向
を
こ
ら
し
た
展

示
は
有
名
。い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
動

物
た
ち
を
観
察
で
き
、「
ふ
れ
あ
い
広

場
」で
は
、小
動
物
た
ち
と
の
触
れ
合

い
も
で
き
る
。他
に
も
日
替
わ
り
で
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
て
、大
人
も
子

ど
も
も
、楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と
間
違

い
な
し
。

　

と
べ
動
物
園
に
隣
接
す
る
自
然
あ
ふ

れ
る
子
ど
も
の
王
国
。池
に
は
ボ
ー
ト
が

浮
か
び
、モ
ノ
レ
ー
ル
や
巨
大
滑
り
台
で

森
を
通
り
抜
け
る
こ
と
も
で
き
る
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
お
城
に
は
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
や
音
楽
室
な
ど
も
整
備
。子
ど
も
た
ち

を
釘
付
け
に
す
る
遊
び
と
学
び
の
イ
ベ
ン

ト
も
注
目
。コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
や
休
憩
所

も
多
く
、親
子
で
た
っ
ぷ
り
楽
し
め
る
。

　

弱
ア
ル
カ
リ
性
の
や
さ
し
い
泉
質

で
、肌
が
す
べ
す
べ
に
な
る
と
い
わ
れ
、

地
元
で
は
「
美
人
の
湯
」と
称
さ
れ
る
。

四
季
を
彩
る
山
里
の
風
景
を
臨
む
高
台

に
あ
り
気
持
ち
の
い
い
眺
望
が
広
が

る
。浴
室
の
横
３
ｍ
縦
１
・
５
ｍ
の
陶
壁

画
は
、春
秋
窯 

工
藤
省
治
氏
デ
ザ
イ
ン

の
「
砥
部
更
紗
文
」。魚
文
や
草
花
が
描

か
れ
て
い
る
。館
内
で
は
、七
折
小
梅
う

ど
ん
な
ど
の
軽
食
も
味
わ
え
る
。

巻頭MAP A-4

巻頭MAP B-3

巻頭MAP A-5

巻頭MAP B-4

遊
・
楽
・
癒
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
み
方
い
ろ
い
ろ

　

多
く
の
窯
元
作
品
を
一
堂
に

展
示
・
取
扱
う
、窯
元
直
営
の
砥

部
焼
販
売
・
体
験
施
設
。春
と
秋

に
は
窯
出
し
市
が
開
か
れ
、お
買

い
得
価
格
に
多
く
の
人
で
賑
わ

う
。外
の
ト
イ
レ
に
は
、陶
壁
画

な
ど
が
随
所
に
あ
し
ら
わ
れ
、絵

柄
の
異
な
る
手
水
鉢
は
、清
潔
感

に
あ
ふ
れ
て
い
る
。２
階
で
は
、

絵
付
け
や
ろ
く
ろ
な
ど
の
体
験

が
で
き
る
。

プールの下に潜り込んで、ペンギ
ンを観察できる。まさに「水の中を
飛ぶペンギン」

園内（２km）を約30分かけて
1周するロードトレイン

▲ライオンウォッチング！ガラ
ス越しにライオンに接近。食
事風景も間近で見られる人
気イベント

◀︎愛媛の里山を再現し
たバードパークは、鳥た
ちの住む舎の中を歩い
て通ることができる

1999年12月2日に誕生したメスのホッ
キョクグマ「ピース」は、国内初人工哺
育で育った。真っ白で大きなカラダをゆ
すって動く姿はとてもかわいく、動物園の
トップアイドル！

夏と秋の週末に開催。イルミネー
ションで幻想的な世界で昼間とは
違う動物を見ることができる。

普段入るこ
とのできない
キリンの寝室
（2階）から、
キリンと同じ
目線でご対
面。

泳ぎの上手
なカバ。水面
から顔を出し
たカバに、エ
サをあげるイ
ベント。大き
な口が開くと
吸い込まれそ
う！？

夜の動物園

キリンの瞳に大接近

ヒポヒポランチ

みんなのアイドル  しろくまピース

砥
部
北
部

動
物
園
周
辺

09
陶街道
五十三次

13
陶街道
五十三次

19
陶街道
五十三次

11
陶街道
五十三次

089- 963- 3300
松山市西野町乙108−1
9時〜17時（夏休み期間中18時まで）
月曜（ 祝日の場合は翌日）、

　12/29〜1/1
入園無料、乗り物や遊具等の

　利用は有料
300円（普通車）

089-962-6000
砥部町上原町240
9時〜17時（入園16時30分まで）
月曜（ 祝日の場合は開園 ）、12/29〜1/1
大人 500円、小 ・中学生 100円、

　高校生・65歳以上（要証明書） 200円
300円（普通車）

089-962-7200
砥部町宮内1902-3
10時〜22時（21時30分札止め）
毎月1日、2 0日（ 祝日の場 合は

翌日）
大人 500円、子ども350円、

65歳以上400円、6歳未満無料
無料

089-962-3900
砥部町宮内83
9時〜17時
 水曜（祝日の場合
は翌日）、1/1
無料

〜
多
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
で
に
ぎ
わ
う
人
気
ス
ポ
ッ
ト
〜
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仙
波
渓
谷

権ご

ん

げ

ん

さ

ん

現
山

陶
芸
舎

道
の
駅
ひ
ろ
た「
峡き

ょ
う

の
館
」

長な

が

そ曽
池
キ
ャ
ン
プ
場

農
村
工
芸
体
験
館

伝
説
の
天
狗
に
出
会
え
そ
う
な
景
勝
地

涼
感
あ
ふ
れ
る
流
し
そ
う
め
ん

清
流
を
眺
め
つ
つ
創
作
活
動

森
の
空
気
を
深
呼
吸
し
て
ひ
と
休
み

広
く
穏
や
か
な
水
面
と
空
を
眺
め
て

自
然
の
中
で
時
間
を
忘
れ
て
陶
芸
体
験

　

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
大
岩
の
間
を
流
れ
、悠
然

と
し
た
渓
谷
美
を
つ
く
り
出
す
仙
波
渓
谷
。

岩
場
か
ら
山
野
草
が
顔
を
出
し
、春
に
は
山

椿
、初
夏
に
は
ア
ジ
サ
イ
や
セ
ッ
コ
ク
、秋

に
は
紅
葉
と
、遊
歩
道
を
歩
け
ば
身
も
心
も

洗
わ
れ
る
。自
然
の
息
吹
に
包
ま
れ
て
過
ご

し
て
み
よ
う
。

　

標
高
４
４
０
ｍ
の
権
現

山
。澄
ん
だ
水
が
流
れ
る
中

野
川
沿
い
の
鳥
居
を
く
ぐ
る

と
、豊
峯
神
社
を
正
面
に
、両

脇
で
流
し
そ
う
め
ん
が
楽
し

め
る
。地
元
産
の
大
豆
と
シ

イ
タ
ケ
で
つ
く
る
濃
厚
な
手

作
り
の
だ
し
が
、よ
く
冷
え

た
少
し
太
め
の
麺
に
よ
く
合

う
。期
間
中
は
こ
の
味
と
涼

感
を
求
め
て
、多
く
の
人
で

賑
わ
う
人
気
の
場
所
。

　

焼
き
物
の
里
づ
く
り
を
広

め
よ
う
と
、昭
和
61
年
に
中
田

窯
を
迎
え
て
開
い
た
陶
芸
舎
。

今
で
は
地
域
内
に
陶
芸
作
業

所
も
増
え
、全
部
で
３
軒
の
窯

元
が
あ
る
。

　

地
元
の
生
産
者
か
ら
毎
日
届
け
ら
れ
る
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
を
は

じ
め
、加
工
品
、陶
芸
品
な
ど
充
実
し
た
品
々
が
そ
ろ
う
道
の
駅
。原
木

か
ら
採
れ
る
シ
イ
タ
ケ
や
特
産
の
自
然
薯
（
じ
ね
ん
じ
ょ
）は
、特
に

人
気
が
高
い
。川
や
山
々
の
豊
か
な
自
然
美
も
満
喫
で
き
る
。

　

県
道
か
ら
山
道
を
上
が
り
約
３˙

１
㎞
、標
高

５
２
０
ｍ
の
場
所
に
あ
る
長
曽
池
。広
大
な
池
に
は

鯉
な
ど
の
魚
が
泳
ぎ
、八
つ
橋
や
東
屋
な
ど
が
あ

る
。周
囲
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
年
中
利
用
可
能
、水
面

に
映
る
四
季
折
々
の
景
色
や
満
天
の
星
を
眺
め
な

が
ら
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
道
か
ら
脇
道
へ
少
し
坂
を
登
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
、赤
い
と
ん
が
り
屋
根
の
建
物
。１
階

は
お
客
様
の
体
験
作
品
展
示
、２
階
は
多
目
的

ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。陶
芸
の
手
づ
く
り
体

験
も
で
き
る
の
で
、陶
芸
家
気
分
を
味
わ
っ
て
。

「
山
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ひ
ろ
た
の
森
」も
近
い
。

巻頭MAP E-3

巻頭MAP D-3

仙波ヶ嶽（せんばがだけ） 伊予十二景（大正
15年に選定）に選ばれた景勝地。昔、天狗が
棲んでいたという伝説が残る神秘的な渓谷

建物は正十二角形。地元の人から寄贈され
た木を使って建てられた

白くてねばりが強い地元名
産の自然薯。冬の販売を心
待ちにするファンも多い

春には桜、秋には紅葉が、山と水面を同時に染め上げる

広
田
地
区

砥
部
の
山
里

24
陶街道

五十三次

32
陶街道

五十三次

26
陶街道

五十三次

27
陶街道

五十三次

31
陶街道

五十三次

33
陶街道

五十三次

089- 962- 7288（商工観光課）
砥部町総津1548権現山休憩所
流しそうめん7/1～9月の

　第1日曜まで
　10時～16時30分（ LO16時）

流しそうめん 期間中無休
　（ 荒天時は要確認 ）

流しそうめん 大 人（ 中 学 生 以 上 ）
600円、小学生 300円、幼児 200円

無料

【中田窯】
089-969-2077 砥部町総津159 -2
9時～16時
不定休 無料

089- 969- 5087　 砥部町総津117
9時～17時
火曜（ 祝日の場合はその翌日）、12/30～1/3
体験料金は7ページ参照
無料

089-969-2070
砥部町総津162-1
8時～17時
12/31～1/3
無料

089-962-6010（建設課）
砥部町総津1485
通年、終日開放
無休  無料
無料

巻頭MAP E-3巻頭MAP E-3

巻頭MAP E-3

巻頭MAP E-3

風
の
声
や
せ
せ
ら
ぎ
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に

ゆ
る
ゆ
る
と
自
然
時
間
を
遊
ぶ

〜
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
砥
部
の
奥
座
敷
へ
〜

中
野
川

玉谷川

多居谷川

24
仙波渓谷

陶
芸
舎

農村工芸体験館

27道の駅ひろた
　「峡の館」32権現山

31長曽池キャンプ場

わくワークつもる体験工房●

↓至 内子町

至 砥部町内↑

神の森大橋

●中田窯

●土筆窯

●広田小

交流ふるさと研修の宿
山のレストランひろたの森

神の森公園
26

33
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旅
を
彩
っ
て
く
れ
る
も
の

そ
れ
は
、訪
れ
た
地
で
人
情
に
触
れ
た
と
き

そ
れ
は
、ハッ
と
息
を
飲
む
シ
ー
ン
に
出
会
っ
た
と
き

如き
さ
ら
ぎ月

忌

権
現
山
流
し
そ
う
め
ん

七な
な
お
れ折

梅
ま
つ
り

夜
の
動
物
園

砥
部
焼
ま
つ
り

秋
の
砥
部
焼
ま
つ
り

広
田
ふ
る
さ
と
フ
ェス
タ

ほ
た
る
ま
つ
り

ナ
イ
ト
フ
ァン
タ
ジ
ー

権
現
山
お
山
開
き

広
田
じ
ね
ん
じ
ょ
ま
つ
り

【
２
月
７
日
】

【
７
月
～
９
月
上
旬
】

【
２
月
20
日
頃
～
３
月
10
日
頃
】

【
夏
と
秋　
日
時
は
問
い
合
わ
せ
を
】

【
４
月
第
３
土
・
日
曜
日
】

【
11
月
上
旬
】

【
５
月
下
旬
～
６
月
中
旬
】

【
11
月
～
12
月
の
内
の
10
日
間　
日
時
は
問
い
合
わ
せ
を
】

【
11
月
上
旬
】

【
12
月
上
旬
】

【
旧
暦
６
月
１
日
】

砥
部
町
出
身
の
井
上
正
夫（
１
８
８
１
〜
１
９
５
０
年
）は
、抜
群
の
演
技
力
で
映
画
・

舞
台
に
と
活
躍
し
た
名
優
。命
日
に
は
、縁
あ
る
人
や
地
元
有
志
が
、墓
参
、献
歌
、講

話
な
ど
で
偉
大
な
俳
優
を
偲
ぶ
。 

問
社
会
教
育
課 

℡
０
８
９-

９
６
２-

５
９
５
２

権
現
山
の
ふ
も
と
で
行
う
流
し
そ
う
め
ん
は
地
元
の
季
節
の
風
物
詩
。ふ
だ
ん
は
静
か

で
清
ら
か
な
山
間
だ
が
、素
朴
な
味
と
涼
を
求
め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。

問
商
工
観
光
課
℡
０
８
９-

９
６
２-

７
２
８
８

30
種
約
１
万
６
０
０
０
本
の
山
間
の
梅
園
で
行
わ
れ
る
、春
一
番
の
花
イ
ベン
ト
。開
花

時
期
に
合
わ
せ
て
、花
と
香
り
に
包
ま
れ
て
梅
の
タ
ネ
飛
ば
し
大
会
や
も
ち
ま
き
な
ど

の
イ
ベン
ト
が
行
わ
れ
る
。 

問
な
な
お
れ
梅
組
合
℡
０
８
９-

９
６
２-

３
０
６
４

ふ
だ
ん
と
は
違
う
夜
の
動
物
た
ち
の
様
子
が
楽
し
め
る
、愛
媛
県
立
と
べ
動
物
園
の
人

気
イ
ベン
ト
。園
内
は
動
物
が
見
え
る
よ
う
な
照
明
と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
で
幻
想
的
。雨

天
決
行
で
、警
報
時
は
中
止
。 

問
と
べ
動
物
園
℡
０
８
９-
９
６
２-

６
０
０
０

砥
部
焼
の
大
イ
ベン
ト
で
、毎
年
８
万
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ
る
。日
用
の
器
か
ら
、

グ
レ
ー
ド
の
高
い
品
ま
で
約
10
万
点
が
並
ぶ
。窯
元
の
感
謝
価
格
に
も
注
目
。

問
商
工
観
光
課
℡
０
８
９-

９
６
２-

７
２
８
８

　

砥
部
焼
の
陶
工
た
ち
自
ら
が
露
店
形
式
で
対
面
販
売
を
行
う
毎
年
恒
例「
秋
の
砥

部
焼
ま
つ
り
」。日
頃
の
感
謝
を
込
め
た
価
格
で
販
売
さ
れ
る
の
も
う
れ
し
い
。他
に
も

音
楽
ラ
イ
ブ
や
郷
土
芸
能
、特
産
品
販
売
や
グ
ル
メ
な
ど
も
楽
し
め
る
。

問
商
工
観
光
課
℡
０
８
９-

９
６
２-

７
２
８
８

山
間
に
広
が
る
広
田
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベン
ト
。郷
土
芸
能
発
表
の
ほ
か
、キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
歌
謡
シ
ョ
ー
、高
原
野
菜
な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
る
。

問
広
田
支
所
℡
０
８
９-

９
６
９-

２
１
１
１

清
流
に
飛
び
交
う
天
然
の
ホ
タ
ル
を
愛
で
る
会
。砥
部
地
区
で
は
外
山（
と
や
ま
）、川

登
で
は
坪
内
家
、広
田
地
区
で
は
玉
谷
、高
市
、峡
の
館
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
会
場
で
行

わ
れ
る
。 

問
商
工
観
光
課
℡
０
８
９-

９
６
２-

７
２
８
８

え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
で
行
わ
れ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
行
事
。約
16
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョン
が
こ
ど
も
の
城
を
彩
る
。計
10
日
間
程
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
、地
元
以
外
か
ら
も
多

く
の
人
が
訪
れ
る
。  

問
え
ひ
め
こ
ど
も
の
城
℡
０
８
９-

９
６
３-

３
３
０
０

古
く
か
ら
山
岳
信
仰
を
集
め
る
標
高
４
４
０
メ
ー
ト
ル
の
権
現
山
の
お
山
開
き
。ご
神

体
を
信
者
が
背
負
っ
て
山
を
登
る
姿
は
勇
壮
。神
社
拝
殿
前
で
は
も
ち
ま
き
な
ど
が
行

わ
れ
る
。 

問
広
田
支
所
℡
０
８
９-

９
６
９-

２
１
１
１

砥
部
町
の
特
産
品
で
あ
る『
じ
ね
ん
じ
ょ
』の
即
売
や『
じ
ね
ん
じ
ょ
を
使
っ
た
料
理
』

の
試
食
な
ど
を
中
心
に
、広
田
地
区
の
季
節
の
特
産
品
も
並
ぶ
。 

 

問
道
の
駅
ひ
ろ
た
峡
の
館
℡
０
８
９-

９
６
９-

２
０
７
０

※
天
候
等
の
諸
事
情
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

坪内家イベント
江戸時代に陶石を粉砕する水車業を営んでいた旧庄
屋の坪内家では毎月第2日曜に「川登市場」を開いて
いる。他にも、野菜の即売、そうめん流し、川遊び、観月
祭、田舎料理を楽しむ会など、随時開催している。
問NPO法人とべ・TOBE℡089-962-2747

とべ日曜市
毎週日曜の朝からお昼頃まで、砥部町大南のとべ日曜
市会場で開催。町内から集まった新鮮な野菜や果物、
惣菜など手作りの甘い物などが並ぶ。常連さんも多い。
問とべ日曜市グループ℡089-962-2147

とべ楽市
「江戸時代のようなにぎわいを」という想いから生まれ
た「とべ楽市」。奇数月の第2日曜日に、砥部町商工会

（大南394番地）周辺が歩行者天国の楽しいエリア
に。バザーや新鮮野菜、砥部焼などが並ぶ。
問砥部町商工会℡089-962-2148（土・日・祝日休み）

その他、砥部町のイベントは砥部町観光
協会ホームページなどでも情報発信中。
http://www.tobe-kanko.jp/

出会えばラッキー
観光イベント
（年中、随時開催）

通谷池 仙波渓谷 七折梅園 とべ温泉湯砥里館前

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

と
べ
の
里
に
は
四
季
折
々
の
楽
し
み
が
あ
る
♪



❶ 

「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」百
番
碑

❷ 

陶
街
道
夢
タ
ワ
ー「
愛
伊
砥
く
ん
」

❸ 

「
よ
う
こ
そ 

と
べ
町
へ
」モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

❹ 

大
森
彦
七
伝
説
の
魔
住
ヶ
窪 

❺ 

赤
坂
泉 

❻ 

理
正
院
と
麻
生
の
金
毘
羅
さ
ん

❼ 

水
満
田
古
墳
公
園

❽ 

愛
媛
県
総
合
運
動
公
園

❾ 

愛
媛
県
立
と
べ
動
物
園（
→
８
Ｐ
）

� 

大
森
彦
七
供
養
塔

� 

陶
壁
画
と
手
水
鉢（
→
９
Ｐ
）

� 

ミ
ュ
ゼ
里
山
房

� 

え
ひ
め
こ
ど
も
の
城（
→
８
Ｐ
） 

� 

中
央
公
民
館
の
友
愛
の
像

� 

中
央
公
民
館
の
陶
壁
画 

� 

砥
部
町
庁
舎
の
四
季
山
水
陶
壁
画

� 

文
化
会
館
の
井
上
正
夫
胸
像
と
資
料
室

� 

砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
ア
リ
ー
ナ
へ
の
道
陶
板 

� 

と
べ
温
泉
湯
砥
里
館
の
陶
壁
画（
→
９
Ｐ
）

� 

登
窯

� 

松
山
南
高
砥
部
分
校
の
陶
壁
画

� 

砥
部
衝
上
断
層

� 

岩
谷
霊
岩
寺
の
厨
子
と
須
弥
壇

� 

仙
波
渓
谷（
→
10
Ｐ
）

� 

神
の
森
大
橋 

� 

陶
芸
舎
と
ふ
る
さ
と
生
活
館（
→
11
Ｐ
）

� 

道
の
駅
ひ
ろ
た「
峡
の
館
」（
→
11
Ｐ
）

� 

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー 

� 

佐
々
木
酒
造
の
主
屋
と
煉
瓦
煙
突

� 

旧
広
田
支
所 

� 

長
曽
池
キ
ャ
ン
プ
場（
→
11
Ｐ
）

� 

権
現
山（
→
10
Ｐ
）

� 

農
村
工
芸
体
験
館（
→
11
Ｐ
）

� 

上
尾
陶
石

� 

銚
子
ダ
ム
公
園

� 

銚
子
滝

� 

川
富
神
社

� 

坪
内
家

� 

川
登
陶
石
と
砥
部
陶
磁
器
原
料
の
水す

い
ひ簸

� 

梅
山
大
登
窯（
→
３
Ｐ
）

� 

砥
石
山
公
園

� 

陶
里
ケ
丘（
→
４
Ｐ
）

� 

陶
板
の
道（
→
２
Ｐ
）

� 

陶
祖
ケ
丘（
→
２
Ｐ
）

� 

砥
部
町
陶
芸
創
作
館（
→
４
Ｐ
）

� 

初
雪
盃
酒
造
資
料
館

� 

大
宮
八
幡
宮

� 

と
べ
む
か
し
の
く
ら
し
館

� 

大
南
商
店
街
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト（
→
３
Ｐ
）

� 

手
づ
く
り
醤
油
工
場

� 

砥
部
町
商
工
会
館 

� 

Ｊ
Ａ
砥
部
の
陶
壁
画
と
映
写
機 

� 

砥
部
焼
伝
統
産
業
会
館（
→
３
Ｐ
）

小さな旅で、砥部の里の人・想い・技・景色を結ぶ

『陶街道五十三次』『陶街道五十三次』
平成21年に国土交通省「日本風景街道」に登録

（2〜11ページで紹介できなかったポイントを写真一覧にしています）

　
砥
部
町
に
点
在
す
る
名
所
旧
跡
を
巡
る「
陶

街
道
五
十
三
次
」。地
元
で
は
し
ら
べ
帖
を
持
っ
て

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
知
ら
れ
る
。車
で
、徒
歩

で
回
る
こ
と
が
で
き
、ポ
イ
ン
ト
数
に
よ
っ
て
お
楽

し
み
も
あ
る
。

◀︎県外の方は5つのポイントを回ったら
　砥部焼特製の特巡メダルがもらえる。
　問い合わせは砥部焼伝統産業会館℡089-962-6600

◀︎ブルーが目印の
スタンプ台と旗▶それぞれのデザイン

のスタンプ
15　 14

　陶街道を歩く際に案内役になってくれる
のが『陶街道五十三次しらべ帖』。手早く
回りたい人には、1時間程度で中心地を
回る「イレブンウォーク」がおすすめ。
問商工観光課℡089-962-7288

15

26

3714

12

10

1851 41 35 25

1750 39 34 23

1648 38 30 22

47 37 29 21

48152052 46 36 28


